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1 ．はじめに
本研究は，平成27年度国立大学改革強化推進補助金

事業，及び平成28年度，平成29年度東北大学高度教養

教育・学生支援機構部局ビジョン推進経費事業として，

「実践的中国語コミュニケーション能力を育成するた

めのブレンディッドラーニング用教科書及びその指導

法と評価方法の開発」を課題とするものである．

これまでに，まず，平成27年度においては，東北大

学初修中国語ブレンディッドラーニング用教科書及び

その指導法と評価方法の設計方針を提案した（趙ほか 

2016）．次に，平成28年度においては，提案設計方針

に基づき，ブレンディッドラーニング用教科書の設計

手法を明らかにするとともに教科書を開発した（趙ほ

か 2017a, 2017b）．さらに，上記の成果を踏まえ，平

成29年度においては，開発した教科書を用いて授業を

対象とした実証実験を実施し，有効性評価及びそれを

踏まえた改善を行なうとともに，本教科書の教授マ

ニュアル，指導用パワーポイント資料の開発に取り組

んできた．

本稿は，平成29年度 1 クォーターと 2 クォーターの

東北大学初修中国語における本教科書によるブレン

ディッドラーニングの実践を通して，本教科書の実践

可能性ならびにその効果を中心に検証を行う．なお，

本教科書の授業指導用パワーポイント資料の開発につ

いては，事業報告として，改めて別途報告する予定で

ある．

IoT（Internet of Things），ビッグデータ，人工知

能などを活用する「第 4 次産業革命」による経済社会

の変化，グローバル化の急速な進展，本格的な人口減

少社会の到来の中で，高等教育は新たな段階に入り，

質的転換に向けて，体系的な教育，教育方法の改善，

学修時間の増加・確保，教育の情報化，アクティブ・

ラーニングの促進が求められている．一方，第二外国

語としての初修中国語は，その言語学的な特徴に加え，

授業時間数の制約もあり，授業だけでは十分な学習が

できず，授業後の学習，特に音声面を重視した学習が

不可欠である．

これに対し，筆者らは，ICT（情報通信技術）を活

用し，通常の対面授業と授業後のeラーニングを相補

的に連携させたブレンディッドラーニング（Blended 

Learning；以下BL）に着目している．外国語教育では，

eラーニング教材のマルチメディア性や即時フィード
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東北大学初修中国語教育において，学習意欲を高め，自主学習を促進し，より高い学習効果を実現するため，通
常の対面授業とそれと連携した授業後eラーニングによるブレンディッドラーニング（BL）の実践を目指してきたが，
その過程で，特に使用教材の難易度設定を適正化する必要性を認識するに至った．そこで，中国の『国際漢語教学
通用課程大綱』を基準にして，インストラクショナルデザイン（ID）理論と筆者らが提案する 3 段階学習プロセス
に基づき，東北大学初修中国語BL用教科書『マルチメディア 中国語初級テキスト KOTOTOMO ことばを友に』と
スマートフォンを利用したeラーニング復習システムを開発した．本稿では，平成29年度東北大学における授業を対
象とする実証実験を通して，さしあたりBL用教科書『KOTOTOMO』の実践可能性ならびにその効果を分析し，特
に難易度適正化の課題を中心に検証を行った．
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バックを提供するインタラクティブ性，学習管理機能

などによる効果的な自主学習ができると同時に，通常

の対面授業による柔軟な指導やコミュニケーションに

よる言語活動の展開，学習意欲の継続が可能となり，

eラーニングと対面授業の双方の利点をいかした効果

的な教育が期待できる．

そこで筆者らは，初修中国語における効果的なBL

を実現するために，教育の効果・効率・魅力を高める

ためのインストラクショナルデザイン（Instructional 

Design；以下ID）理論に基づき，通常の対面授業，

授業後のeラーニング，及び次回授業の冒頭に行う確

認テストと発展学習からなる 3 段階学習プロセスによ

るBLを提案している（趙ほか 2012）．さらにBL用マ

ルチメディア教材とPC利用のeラーニング復習シス

テ ム を 開 発 し（『 中 国 語 のToBiRa』（ 趙・ 冨 田

2013）），BLを実践した結果，複数の私立大学の授業

においては所期の教育効果が確認された（Zhao et al 

2015）．

一方，東北大学での授業においては，上記BL用教

材を用いた実践の結果，学習意欲の向上と維持，授業

後自主学習の促進，基礎学習事項の習得という一定の

効果が確認されたが，同時に，教授用資料，学習評価

法，特に教材の難易度設定を改善する必要があるとい

う課題も確認された（趙ほか 2016）．

こうした課題に対し，まず，中国の『国際漢語教学

通用課程大綱』（以下『大綱』）の基準を参照しながら，

東北大学初修中国語における学習目標と学習項目を設

計する方針を立てた．次に，提案 3 段階学習プロセス

に基づき，BL用教科書及び指導法と評価法の設計手

法を明らかにするとともに，それに基づいて，東北大

学の初修中国語BL用教科書『マルチメディア 中国語

初級テキスト KOTOTOMO ことばを友に』（趙ほか 

2017c；以下『KOTOTOMO』），指導用映像DVD教材，

評価用各課の小テスト及び平成29年度から実施開始の

クォーター制に対応可能な試験問題を開発した．さら

に，これまでのPC利用からの転換を図り，本研究と

並行して別の研究課題で開発してきたスマートフォン

利用のeラーニング復習システムとの連携を実現させ

た．これにより，時代の変化と学習者のニーズに応え

た，効果的・効率的・魅力的な教育が期待できる．

こうした成果を踏まえ，本研究では，平成29年度に

おいて開発したBL用教科書『KOTOTOMO』及びス

マートフォン利用eラーニング復習システムを用い，

東北大学の授業を対象にBLの実証実験を実施し，本

教科書及びスマートフォン利用eラーニング復習シス

テムの有効性評価を試み，今後さらにそれを踏まえて

改善，モデル化を進める予定である．

本稿では， BL用教科書の実践可能性ならびにその

効果を分析し，特に教科書の難易度改善を中心に検証

を行うものとする．eラーニング復習システムの有効

性検証については，別の研究課題として取り組んでい

るため，詳細は別途報告した1）4）．

以下， 2 章では，これまでの初修中国語BL用教科

書『KOTOTOMO』の設計と開発について改めてポ

イントを整理し， 3 章において，『KOTOTOMO』に

よる実践結果を報告し，その効果を分析し，検証する．

2 ．初修中国語BL用教科書『KOTOTOMO』
の設計と開発

2.1　『大綱』を踏まえた学習目標と学習項目
2.1.1　『大綱』とは

『大綱』すなわち『国際漢語教学通用課程大綱』（2014）

は，現時点において世界における最も普遍性のある中

国語教育共通の大綱となっているといえ，さらに「漢

語水平考试」（中国語能力試験；HSK）とも関連づけ

られていることから，これにより，中国語の教材作成，

授業指導，能力評価などにおいて，統一的な体系性を

構築することが可能である．特に教材の難易度，すな

わち，学習目標に関して，適切な設計や目安となる基

準を得ることができ，入門から上級まで各段階におけ

る中国語学習項目を明確にすることが期待できる（趙

ほか 2017a）．

2.1.2　『KOTOTOMO』の学習目標

『KOTOTOMO』は，東北大学の中国語授業の現状

に対応し，全30回からなる授業用に設定しており，担

当教員 1 名が使用する場合は，週 1 コマ通年用， 2 名

が共通教科書として使用する場合は，週 2 コマ半年用

となる．

初級としての本教科書は，『大綱』 2 級到達レベル
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に設定した．具体的には，語彙数が300，文法項目が

54，一般的には90分授業30回で習得するレベルで，日

常会話と基礎の習得という学習者のニーズにも適合し

ている（趙ほか 2016）．

本教科書では，コミュニケーション能力の獲得と多

文化理解力を有する国際的なリーダーシップ力の育成

という東北大学の外国語教育の理念を踏まえつつ，学

習テーマとして，『大綱』が示す18の話題，及び日本

国際文化フォーラムによる『外国語学習のめやす

2012』（2012）が示す15の話題を参照し，日本の大学

生に身近な話題12と関連する内容項目を策定し（趙ほ

か 2016），その上で，各話題に関する学習到達目標を

設計した（表 1 ）．

2.1.3　『KOTOTOMO』の学習項目

（ 1 ） 文法項目

本教科書は全体として，「発音編」（ 6 回分授業）2）

と12課構成の「本課編」（24回分授業）からなる．「本

課編」では，各課話題の学習目標を実現するために，

『大綱』 2 級の文法項目54から， 1 課あたり 4 項目，

12課で48項目取り上げるように，設計した．これによ

り，本教科書の文法項目は， 1 課あたり概ね 2 項目の

みであった前教科書に比べて倍となり，難易度のアッ

プに繋がり，より高い学習到達度が期待できる．

（ 2 ） 語彙数

一方，語彙数に関しては，12課構成の「本課篇」全

体として，540語ほどになっているが，このうち，会

話などの主要語彙は370語で，残りの170語は読解文用

などの参考補助語彙である3）．これにより，本教科書

は，前教科書（主要語彙303語，読解文用語彙57語）

より総数で180語増えることで難易度が上がる一方，

主要語彙数では 2 割ほどの増加に止まるため，さほど

無理なく学習をすすめるとことができると考えられ

る．なお，本教科書の語彙では，『大綱』 2 級300語の

うちの286語（95.3％）をカバーしている．

2.2　 ３ 段階学習プロセスに基づく各課の構成
2.2.1　 3 段階学習プロセス

筆者らは，大学初修中国語において，効果的なBL

を実現するために，IDの基本的な理論であるガニェ

の 9 教授事象（Gagne et al 2005=2007）に基づき，

３ 段階学習プロセスを提案している．

（ 1 ）ガニェの 9 教授事象とは

ガニェの 9 教授事象は，学習心理学者であるガニェ

が認知心理学で提唱されている情報処理モデルを基

に，学びの過程を支援するという視点から学習活動に

必要とされる教授事象を 9 つに分類した理論である

（表 2 ）．

具体的には，学習における指導過程を「学びを支援

するための外側からの働きかけ（外的条件）」という

視点でとらえるとともに，人間の学びの過程を認知心

理学における情報処理モデルによって把握し，それを

指導過程に反映させることで学習効果を高めることが

表 1 　話題と学習到達目標
話題 学習到達目標（Can-do）

1 自分と他者 名前，国籍，出身，身分，電話番号
について会話できる

2 家と家族 住所，家族構成，年齢，ペット，部
屋について会話できる

3 日常挨拶 近況，身なり，天気などについて挨
拶を交わすことができる

4 大学生活 日付，時計などの時間表現，大学生
活について会話できる

5 趣味娯楽 趣味について会話できる

6 行事 進行中の行動（様子，状態，程度など）
について会話できる

7 意向と願望 意向，希望，可能性について会話で
きる

8 健康 健康，体調，病気，症状，薬につい
て会話できる

9 旅行と交通 旅行，交通アクセス，その感想につ
いて会話できる

10 日常生活 休日の過ごし方，位置，方向，道順
について会話できる

11 自然 天気，気候について会話できる

12 飲食 食事，注文，食習慣について会話で
きる

表 2 　ガニェの 9 教授事象
1．学習者の注意を喚起する
2．授業の目標を知らせる
3．前提条件を思い出させる
4．新しい事項を提示する
5．学習の指針を与える
6．練習の機会をつくる
7．フィードバックを与える
8．学習の成果を評価する
9．保持と転移を高める
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できるとした．さらに理論と実践の両面から，指導過

程を 9 つの教授事象に分類し，この 9 つの教授事象を

満たすように学習活動と指導方略を設計することで，

認知主義に基づく学習理論が想定する学習の内的な情

報処理が支援され，効果的な学習プロセスが期待され

る（鈴木 2002）．

（ 2 ）ガニェの 9 教授事象に基づく 3 段階学習プロセ

スの提案

筆者らは，初修中国語学習において学習者の意欲を

高め，自主学習を促進し，基礎学習事項を定着させ，

総合的なコミュニケーション能力を育成可能とする効

果的な学習を実現するために，ガニェの 9 教授事象に

基づき，対面授業と授業後eラーニングを組み合わせ

たBLによる 3 段階学習プロセスを提案している（趙

ほか 2012，図 1 ）．

段階 1 の対面授業においては，新しい内容を学び，

練習する．段階 2 では，授業後に授業内容と関連づけ

たeラーニングによる復習を導入し，単語や文型をは

じめとする音声面を重視した練習を行い，定着を図る．

そして，段階 3 では，次回の授業の冒頭で確認テスト

を実施し，ならびに発展学習としてのコミュニケー

ション活動を行う．

また，eラーニングでは，学習管理機能を活用して

自主学習状況を記録し，その結果を成績に反映させる．

さらに，eラーニングで学習した内容に基づき，次回

授業の冒頭で実施する確認テストも成績評価の対象と

することで，BLの継続のための外発的動機づけとする．

さらに， ３ 段階学習プロセスの提案では，表 3 のよ

うに各段階における具体的な学習活動，その内容と指

導方略も提示している（趙ほか 2012）．こうした提案

により，学習者に体系的な学習内容を提供するととも

に，授業時間外の自主学習を含む学習プロセスにより，

基礎学習事項を定着させるなど，効果的な学習が期待

される．

　

2.2.2　各課の構成

本教科書は，BLのための対面授業用教科書として，

各課とも，提案 3 段階学習プロセスに基づき，段階 1

の新しい学習及び段階 3 の発展学習からなる．

各課は，「語彙，会話，文法， ４ 技能，確認，発展」

図 1 　 ３ 段階学習プロセス

語　彙

会　話

文　法

発　展

確　認

４技能

話題関連語彙の学習

モデル会話の学習と練習

文法事項の学習

コミュニケーション活動

和文中訳による確認

四つの技能の練習

図 2 　各課の内容構成

表 3 　学習段階 1 （抜粋）

教授
事象

学習活動
（時間目安） 活動内容と指導方略

1
ウォーミン
グアップ

（ 5 分）

（ 1 ）挨拶
中国語で挨拶をする

（ 2 ）自由会話
学習した語彙，文型を生かし自由会
話をする

2

テーマの導
入と目標の
提示

（ 5 分）

（ 1 ）新しい学習テーマの導入
質問や自由会話をしながら学習テー
マを導入する

（2）コミュニケーション上の目標の
提示
新しい学習により，どのような場面
や話題で，どのようなコミュニケー
ションができるようになるのかを明
示する

3
語彙と文型
の復習

（ 5 分）

必要な語彙と文型の復習
新しい学習に必要な既習の語彙と文
型を思い出させ，復唱やゲームによ
り復習する

表 4 　本書各課の構成

ページ 内容 形式（分量）

1 語彙 意味確認→音読→応用練習（ 8 語）

2 会話 会話及びその模擬練習（ 4 句× 3 ）

3 文法 文法事項の解釈（ 4 項目）

4～5 4 技能 （各練習約 3 ～ 6 問）

6
確認 和文中訳（ 6 問）

発展 自己紹介やインタビュー，寸劇発表
などのコミュニケーション活動
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から構成されている（図 2 ，表 4 ）．これは，これま

で一定の学習効果が確認された前教科書の内容構成

（表 5 ）を踏まえつつ，レベルアップを図るため，文

法項目及び学習内容を増やすと同時に，効果的に学習

できるように，着実に一歩ずつ学習を進める内容と形

式に改め，設計されたものである（各内容の設計手法

は，（趙ほか 2017a）参照）．

2.3　『KOTOTOMO』の動機づけ設計
上記のような設計に対し，学習者の学習意欲を高め

ることができるよう，本書はIDの動機づけ設計理論

であるARCSモデル（Keller & Suzuki, 1988; Keller, 

2009=2010）に基づき，動機づけ設計を行っている．

2.3.1　ARCSモデルとは

ARCSモデルとは，教育工学者Kellerにより，動機

づけに関する広範な心理学研究の成果や実践における

ノウハウをレビューし，それらを整理統合する形で提

案した動機づけ設計のモデルである．このモデルでは，

動機づけ要因を「A：注意（Attention），R：関連性

（Relevance），C： 自 信（Confidence），S： 満 足 感

（Satisfaction）」という 4 項目に分類し，動機づけ設

計の枠組みを提供している．

2.3.2　ARCSモデルに基づく本書の動機づけ設計

ARCSモデルの 4 要因に基づき，先にeラーニング

のために作成した動機づけ設計指針（趙ほか，2014）

を一部変更して適用し，本教材のための動機づけ設計

方針を作成した（表 6 ）．このように動機づけ設計指

針を作成することにより，動機づけの高い教材の開発

に必要な基準を明確にすることができる（趙ほか 

2016）．

2.4　『KOTOTOMO』の開発
2.4.1　開発するコンテンツ

対面授業用本教科書では，マルチメディア教材とし

て，教科書（音声CD付き）のほかに，教授用資料と

して映像DVD教材，各課の小テスト及びユニットご

とのまとめ試験，各課ごとの詳細な授業指導用パワー

ポイント資料も提供される（表 7 ）．これにより，開

発者以外の他の教員も効果的なBLを実践することが

期待できる．

2.4.2　教科書の開発

本教科書の特色として，学習内容を分かりやすく提

示し，楽しい雰囲気を醸し出すために，A 5 判，カラー

印刷とし，イラストも多用している．また学習しやす

いように，教科書の巻頭には，各課の構成を示すサン

プル図を掲げ，学習内容，学習の流れ，学習方法，学

習到達点を提示した．巻末には，語彙索引のほか，重

要文のまとめも用意し，容易に学習内容を検索したり

整理することができるようにした．

表 5 　『ToBiRa』各課の構成

ページ 内容 形式（分量）

1～2
会話 前半・後半に分ける（約 4 句× 2 ）

基本練習 会話文の一部を言い換える（ 2 問× 2 ）

3 4 技能 （各練習約 3 問）

4
文法 文法事項の解釈（ 2 項目）

確認問題 1．語の並べ替えや穴埋め（ 2 問）
2．和文中訳（ 4 問）

表 6 　本書の動機づけ設計方針（抜粋）

ARCS 本教材の動機づけ設計方針

注意
（A）

視覚的効果
印象的なイラストを選定し，その際，特に楽し
い雰囲気を醸し出すことに留意するようにする

関連性
（R）

身近な題材
学習者にとって身近な話題や実生活に関連した
事柄を取り上げることで，学習者に学習内容と
の一体感を抱かせる

自信
（C）

スモールステップ
着実に成功できるようにするために，スモール
ステップで一歩ずつ進める形で学習内容を提示
する

満足感
（S）

発表への転移
コミュニケーション重視の観点から，学習内容
が発表に活用できるように，語彙や文例を選定
して，教材を構成する

表 7 　開発するコンテンツ
（ 1 ） 教科書（音声CD付き）
（ 2 ） 教授用資料
　　・映像DVD教材
　　・小テストとユニット試験（音声CD付き）
　　・授業指導用パワーポイント資料
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話題と目標：話題とともに学習
到達目標（Can-do）を提示する．

語彙：話題に関する語彙の意味，
発音及びそれらの応用を学習する．

会話：話題に関して，場面が異なる三つの
ミニモデル会話を学習し，練習する．

図 3 　p.20：話題と目標，語彙 図 4 　p.21：会話
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文法：話題の表現に必要な文法事項を
構造的に理解し，学習する．

４技能：四つの技能の練習を通して，
学習事項を練習し，習熟する．

听听：学習事項を意識化し，
文の意味を聞き取る練習をする． 说说：学んだ学習事項を用いて，

ペアやグループで会話練習をする．

図 5 　p.22：文法 図 6 　p.23： 4 技能の前半（聞く・話す）
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ここで，第 1 課「你贵姓？（あなたのお名前は？）

を例としながら，開発した本教科書の各課の概要とイ

メージについて示す（図 3 ～図 8 ，詳細は，（趙ほか 

2017b）参照）．

2.4.3　DVD教材の開発

対面授業において，効果的に題材内容を導入し，新

出文法・語彙を提示するとともに，理解と運用を促進

するために，本事業の開発の一環として，教科書と音

声CDのほかに，映像DVDを開発した．また，学習

者が学習内容により興味を抱き，中国語に対する学習

意欲を高めることができるように，本課の会話部分に

ストーリー性をもたせるとともに，各課会話の内容を

スキット化してDVDに収録した．

スキットでは，東北大学を舞台とした中国人交換留

学生（女）と日本人学生（男女各 1 名）の交流を題材

としながら，身近な場面を取り上げるようにしている．

さらに，音読練習として，DVDにはリピーティング，

读读：ミニ読解文を通して，学習事項への
理解を高め，読解力を身につける．

確認：和文中訳を通して学習事項の
理解度を確認する．

写写：身近なことについて書くことで，
学習事項を定着させる．

発展：学習事項を用いて，
コミュニケーション言語活動を行う．

図 7 　p.24： 4 技能の後半（読む・書く） 図 8 　p.25：確認・発展
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シャドウイング，ロールプレイングの練習映像も用意

し，これらにより，学習者は，臨場感とともに楽しみ

ながら，耳や口によるトレーニングを行うことができ

るようにしている（趙ほか 2017b）．

３ . 実証実験
本章では，今回開発したBL用教科書『KOTOTOMO』，

映像DVD教材，及びスマートフォン利用eラーニング

システムを用いた実証実験により，『KOTOTOMO』の

実践可能性，ならびにその効果を分析し，特に難易度

改善について検証する．

　

3.1　対象授業と実験方法
今回の実験は，東北大学平成29年度全学教育 1

クォーターの「基礎中国語Ⅰ-1」と 2 クォーターの「基

礎中国語Ⅰ-2」として開講される週 2 コマのうちの 1

コマ分で，教員 1 （第 1 著者）が担当する 7 クラス，

及び教員 2 （第 2 著者）が担当する 3 クラス，計10ク

ラスを対象とした．各クラスの学部（組）及び学習者

数を表 8 に示す．

本実験では，前期末（ 2 クォーターの期末）に実施

する期末試験を通して基礎学習事項の習得度を測ると

ともに，平成27年度前教科書の場合と比較しながら，

今回開発した『KOTOTOMO』における難易度改善

の効果を検証し，あわせて前期末に実施するアンケー

ト調査を通して，『KOTOTOMO』に対する学習者の

感想や学習意欲を明らかにする．

はじめに難易度改善効果について検証する．平成27

年度は，前教科書を使用し，期末試験により基礎学習

事項の習得度を測っているが，29年度の場合と比較す

ると，両年度とも授業数，担当教員，学習進度は基本

的に重なっており，また実施した試験の範囲，方法，

問題形式も，今回実施するものと基本的に同じで，大

差ない．これにより，平成29年度『KOTOTOMO』

の定期試験結果を平成27年度前教科書の定期試験結果

と比較することは可能と考える．

ただし，今回の期末試験の結果に関しては，教員 2

が担当する 3 クラスでは学習進度が遅れ，期末試験を

教員 1 と同一の試験問題で実施することができなかっ

たため，ここでは教員1が担当する 7 クラス分の試験結

果のみを分析の対象としている．一方，アンケート調

査は，両教員が担当する実験対象10クラスで，同じ時期，

同じ方法で実施しており，全て分析の対象とする．

　

3.2　実験結果
3.2.1　期末試験結果

試験結果を見ると， 7 クラスの平均値：82.5，標準

偏差：9.6，最大値：100.0，最小値：37.4となってい

る（表 9 ）．また，各クラスの結果を見ると，クラス

間に一定の差があり，このうち，平均値が最も高いク

ラスは，C2（文・教育）で，86.3（標準偏差：7.1），
表 8 　BLの実験対象クラス

教員 クラス 学部（組） 学習者数

教
員
1

C1 工（ 1 ～ 5 , 15～16）（ 1 ） 45

C2 文・教育 39

C3 保健学科 42

C4 工（ 6 ～14）（ 1 ） 40

C5 法 40

C6 農 45

C7 工（ 1 ～ 5 , 15～16）（ 2 ） 41

計 292

教
員
2

C8 理（化地生） 58

C9 工（ 6 ～14）（ 2 ） 40

C10 経（ 3 , 4 ） 40

計 138

合計 430

表 9 　平成29年度前期末試験結果（n = 290※）

単元 問題項目（満点） m SD Max Min

発
音

リスニング（15） 11.0 2.1 15.0 4.5

声調（9） 8.1 1.3 9.0 2.5

挨拶語（6） 4.6 1.5 6.0 0.0

計（30） 23.7 3.3 30.0 10.5

ユ
ニ
ッ
ト
1

（
第
1
〜
4
課
）

単語（10） 8.2 2.0 10.0 0.0

文法（10） 6.5 1.7 10.0 1.8

リスニング（30） 27.7 2.7 30.0 16.0

和文中訳（20） 16.4 3.2 20.0 3.0

計（70） 58.8 7.5 70.0 26.9

合計（100） 82.5 9.6 100.0 37.4
m：平均，SD：標準偏差，Max：最大値，Min：最小値
※ 292名学習者のうち，290名が試験を受けた．
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最も低いクラスは，C1（工（ 1 ～ 5 , 15～16）（ 1 ））で，

78.1（標準偏差：10.5）となっており，両クラスの差

は 8 点ほどあることが確認された（表10）．

一方，平成27年に今回と同じ教員 1 が担当し，前教

科書を使用した 6 クラスにおける前期末の試験結果で

は，全体の平均値：90.7，標準偏差：7.0，最大値：

100.0，最小値：60.3となっている．また，文（ 3 ）教の

88.0（標準偏差：8.8）を除き，そのほかの 5 クラスすべ

てで平均値が90点を上回っていたが，最も高いのは，農

（ 2 ）で，94.6（標準偏差：3.8）となっていた（表11）．

すなわち，平成29年度『KOTOTOMO』の定期試

験では，平成27年度前教科書の試験結果に比べ，全体

の平均点が 8 点ほど低くなり，クラス間でも一定の差

が生じたが，学習者の得点でも，標準偏差が2.6高く，

一定の差がつき，得点分布が分散化していることが確

認された（図 9 ，図10）．

3.2.2　アンケート結果

『KOTOTOMO』及びそれを利用したBLに関する

アンケートの結果を表12〜表18，及び図11に示す．

対象10クラスの回答において，「思う」と「まあま

あ思う」を合わせると，全体として 8 割以上の学習者

が，「このテキストで楽しく学習できた」，「DVDによ

る会話練習は役に立った」，「様々な練習問題で学習内

容が理解できた」と答え，また，ほぼ 7 割以上の学習

者が，「今後もこのようなテキストを利用したい」，「BL

による中国語の学習は効果がある」，「これからも中国

語 の 勉 強 を 続 け て み た い 」 と 答 え て お り，

『KOTOTOMO』及びそれを利用したBLについて，

肯定的な評価をしていることが確認できる．　

一方，難易度については，「テキストの内容は難し

かった」と答えた学習者は，教員 1 が担当する 7 クラ

スでは 3 割強（30.6%）に達し，「あまり思わない」と

「思わない」は，合わせても3割強（32.6%）に止まっ

ている．一方，同じ教員1による，平成27年度の前教

科書に関するアンケート調査の同一項目への回答（ 6

クラス）では，「テキストの内容は難しかった」と答

えた学習者は，わずか6.4%，「あまり思わない」と「思

わない」を合わせると64.7%にも上っていた．両年度

の結果を比較すると，平成29年度では，難しかったと

思う学習者が 2 割以上増えたのに対して，思わない学

習者が 3 割以上減ったことが確認できる．

ここで，平成29年度教員 1 が担当する 7 クラスにお

ける『KOTOTOMO』に対する感想と，平成27年度

同じ教員1が担当する 6 クラスにおける前教科書

『ToBiRa』に対する感想を，対照可能な項目で比較す

る4）．

本教科書は，上記のように前教科書に比べ大きく難

易度が上がったばかりでなく，さらに 1 クラス当たり

の人数を比べてみると，27年度ではおよそ32人前後で

表10　平成29年度前期末各クラスの期末試験結果
クラス 単元 m SD Max Min

C1
（45）

発音（30） 22.7 3.2 28.5 10.5
ユニット 1 （70） 55.4 8.3 69.4 26.9

合計（100） 78.1 10.5 97.9 37.4 

C2
（39）

発音（30） 24.9 2.8 30.0 17.0
ユニット 1 （70） 61.4 5.7 69.4 48.3

合計（100） 86.3 7.1 96.9 68.9

C3
（42）

発音（30） 22.4 3.7 28.5 14.5
ユニット 1 （70） 57.1 8.7 69.1 27.3

合計（100） 79.5 11.1 95.1 41.8

C4
（40）

発音（30） 23.2 3.4 28.5 15.5 
ユニット 1 （70） 57.3 7.0 66.9 39.8

合計（100） 80.5 9.4 93.9 57.0 

C5
（39）※

発音（30） 23.9 3.0 29.3 16.5
ユニット 1 （70） 60.1 6.9 68.0 33.0

合計（100） 84.0 8.6 97.3 55.5

C6
（45）

発音（30） 24.4 2.8 30.0 18.8
ユニット 1 （70） 61.3 6.3 70.0 44.4

合計（100） 85.7 8.0 100.0 67.2

C7
（40）※

発音（30） 24.6 2.9 30.0 18.3
ユニット 1 （70） 59.8 6.7 69.4 40.2

合計（100） 84.4 8.4 98.9 59.2
※ C5とC7では，未受験者はそれぞれ 1 名であった．

表11　平成27年度前期末試験結果
クラス m SD Max Min

法（ 3 ～ 4 ）（n = 26） 90.2 6.6 100.0 78.5 
文（ 3 ）教（n = 31） 88.0 8.8 98.5 65.0 
文（ 1 ～ 2 ）（n = 32） 90.3 8.3 99.5 60.3 
工（ 8 ～ 9 ）（n = 32） 90.7 5.0 98.5 78.0 
保健（n = 32） 90.3 6.3 98.5 66.8 
農（ 2 ）（n = 33） 94.6 3.8 98.5 79.5 
全体（n = 186） 90.7 7.0 100.0 60.3



─  159  ─

東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4 号　2018

（表11），語学授業としてほぼ適切な範囲であったのに

対し，29年度はおおむね40人から45人へと大幅に増え

ており（表10），適性範囲をかなり超えているといえる．

これらの負荷要因にも関わらず，例えば「楽しく学習

できた」の項目では，29年度は「思う」の割合が2割

強減少しているものの，「まあまあ思う」と合わせる

と 9 割弱に達し，これは平成27年度の 9 割強に比べて

僅かに減少しただけであった（図12）．

表12　このテキストで楽しく学習できた
5 4 3 2 1 合計

C1 25.0 59.1 6.8 4.5 4.5 100.0 
C2 64.9 29.7 5.4 0.0 0.0 100.0 
C3 42.9 42.9 11.9 2.4 0.0 100.0 
C4 10.5 65.8 13.2 10.5 0.0 100.0 
C5 41.0 48.7 5.1 2.6 2.6 100.0 
C6 60.5 27.9 9.3 2.3 0.0 100.0 
C7 38.1 52.4 9.5 0.0 0.0 100.0 
C8 32.7 45.5 18.2 1.8 1.8 100.0 
C9 40.5 48.6 5.4 2.7 2.7 100.0 
C10 50.0 39.5 7.9 2.6 0.0 100.0 

※ クラス別の結果，数字は％である（表13〜表18，全て同）．
※ 5: 思う，4: まあまあ思う，3: どちらともいえない，
　 2: あまり思わない，1: 思わない．（以下同）

表13　DVDによる会話練習は役に立った
5 4 3 2 1 合計

C1 25.0 52.3 18.2 0.0 4.5 100.0 
C2 67.6 29.7 2.7 0.0 0.0 100.0 
C3 42.9 42.9 11.9 2.4 0.0 100.0 
C4 15.8 65.8 13.2 2.6 2.6 100.0 
C5 46.2 41.0 7.7 2.6 2.6 100.0 
C6 60.5 27.9 9.3 2.3 0.0 100.0 
C7 33.3 52.4 11.9 2.4 0.0 100.0 
C8 36.4 43.6 18.2 0.0 1.8 100.0 
C9 43.2 45.9 2.7 8.1 0.0 100.0 
C10 42.1 44.7 10.5 2.6 0.0 100.0 

表14　様々な練習問題で学習内容が理解できた
5 4 3 2 1 合計

C1 27.3 52.3 13.6 2.3 4.5 100.0 
C2 50.0 41.7 8.3 0.0 0.0 100.0 
C3 35.7 52.4 11.9 0.0 0.0 100.0 
C4 23.7 71.1 2.6 2.6 0.0 100.0 
C5 43.6 43.6 7.7 5.1 0.0 100.0 
C6 44.2 48.8 7.0 0.0 0.0 100.0 
C7 33.3 52.4 14.3 0.0 0.0 100.0 
C8 43.6 40.0 14.5 1.8 0.0 100.0 
C9 24.3 56.8 8.1 5.4 5.4 100.0 
C10 44.7 50.0 2.6 2.6 0.0 100.0 

表15　テキストの内容は難しかった
5 4 3 2 1 合計

C1 2.3 25.0 43.2 20.5 9.1 100.0 
C2 8.1 21.6 27.0 40.5 2.7 100.0 
C3 4.8 40.5 35.7 19.0 0.0 100.0 
C4 2.6 18.4 50.0 28.9 0.0 100.0 
C5 5.1 23.1 38.5 30.8 2.6 100.0 
C6 7.0 27.9 30.2 32.6 2.3 100.0 
C7 2.4 23.8 33.3 33.3 7.1 100.0 
C8 9.1 12.7 41.8 32.7 3.6 100.0 
C9 2.7 21.6 40.5 32.4 2.7 100.0 
C10 7.9 10.5 42.1 39.5 0.0 100.0 

表16　今後もこのようなテキストを利用したい
5 4 3 2 1 合計

C1 25.0 50.0 20.5 0.0 4.5 100.0 
C2 51.4 43.2 5.4 0.0 0.0 100.0 
C3 40.5 42.9 14.3 2.4 0.0 100.0 
C4 23.7 44.7 21.1 7.9 2.6 100.0 
C5 35.9 48.7 12.8 0.0 2.6 100.0 
C6 53.5 32.6 11.6 2.3 0.0 100.0 
C7 33.3 47.6 14.3 4.8 0.0 100.0 
C8 34.5 36.4 25.5 1.8 1.8 100.0 
C9 35.1 43.2 16.2 0.0 5.4 100.0 
C10 28.9 50.0 13.2 7.9 0.0 100.0 

表17　BLによる中国語の学習は効果がある
5 4 3 2 1 合計

C1 20.5 40.9 29.5 4.5 4.5 100.0 
C2 48.6 29.7 18.9 0.0 2.7 100.0 
C3 26.2 38.1 31.0 2.4 2.4 100.0 
C4 34.2 44.7 7.9 13.2 0.0 100.0 
C5 38.5 33.3 17.9 5.1 5.1 100.0 
C6 55.8 27.9 11.6 2.3 2.3 100.0 
C7 39.0 39.0 19.5 0.0 2.4 100.0 
C8 21.8 43.6 25.5 5.5 3.6 100.0 
C9 43.2 29.7 21.6 0.0 5.4 100.0 
C10 26.3 34.2 28.9 7.9 2.6 100.0 

表18　これからも中国語の勉強を続けてみたい
5 4 3 2 1 合計

C1 29.5 38.6 25.0 0.0 6.8 100.0 
C2 64.9 24.3 5.4 5.4 0.0 100.0 
C3 52.4 31.0 9.5 4.8 2.4 100.0 
C4 26.3 39.5 26.3 2.6 5.3 100.0 
C5 43.6 38.5 12.8 5.1 0.0 100.0 
C6 55.8 30.2 9.3 2.3 2.3 100.0 
C7 26.8 43.9 22.0 2.4 4.9 100.0 
C8 36.4 41.8 10.9 7.3 3.6 100.0 
C9 48.6 27.0 18.9 2.7 2.7 100.0 
C10 50.0 36.8 10.5 2.6 0.0 100.0 
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図 9 　平成29年度前期末試験得点の分布

図10　平成27年度前期末試験得点の分布

図12　平成29年度前期末『KOTOTOMO』に対する感想と平成27年度前期末『ToBiRa』に対する感想

図11　平成29年度前期末『KOTOTOMO』に対する学習者の感想
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この傾向は，続く「DVDによる会話練習は役に立っ

た」，「様々な練習問題で学習内容が理解できた」，及

び「今後もこのようなテキストを利用したい」におい

ても，基本的にほぼ同様である．このことは，難易度

の上昇や適性を超えた受講者数の増加にもかかわら

ず，29年度では，「思う」の割合は減少したものの，

その分「まあまあ思う」の割合が上昇することで，両

者を合算した割合では，27年度と大差ないものになっ

ているといえる．

3.3　考察
筆者らは，東北大学初修中国語教育において，学習

意欲を高め，自主学習を促進し，より高い学習効果を

実現するため，対面授業とそれと連携した授業後e

ラーニングによるBLの実践を目指し，初修中国語BL

用教科書『KOTOTOMO』とスマートフォン利用e

ラーニング復習システムを開発した．

実証実験の結果，平成29年度『KOTOTOMO』の

期末試験の平均点は82.5で，平成27年度の前教科書を

使用した期末試験の平均点90.7に比べ， 8 点ほど下

がったことが確認された．のみならず，今回平成29年

度の標準偏差は9.6で，平成27年度の標準偏差7.0に比

べ，2.6高くなっており，学習者間で得点に一定の差

がつき，得点分布が分散化していることが確認された．

一方，アンケートにおける難易度に関する調査では，

今回平成29年度『KOTOTOMO』に関する回答結果

を平成27年度の前教科書に関する回答結果に比べる

と，難しかったと思う学習者が2割以上増え，思わな

いとする学習者が 3 割以上減ったことが確認できた．

すなわち，期末試験における平均点の下落と標準偏

差に見る得点の分散化，及びアンケート調査における

難度認識の上昇は，相補的に難易度が改善され，効果

的に上昇したことを示していると考えられる．

また，アンケート調査では，『KOTOTOMO』及び

それを利用したBLの効果に関して， 8 割以上の学習

者が『KOTOTOMO』で楽しく学習できた， 7 割以

上の学習者が，BLによる中国語の学習は効果がある，

今後もこのようなテキストを利用したい，これからも

中国語の勉強を続けてみたいと答え，多くの学習者が

教科書をはじめ，映像DVD教材，練習問題などを肯

定的に評価していたことが確認できた．

さらに，前教科書『ToBiRa』との比較によっても，

受講者数の大幅増や難易度の上昇などの負荷にもかか

わらず，「思う」の割合は減少したものの，その分「ま

あまあ思う」の割合が上昇することで，両者を合算し

た割合では，本教科書は，前教科書と大差ない評価と

なった．これにより，本教科書は，難易度が適正化さ

れただけではなく，受講者数の大幅増にもかかわらず，

全体として前教科書に準じた高い評価が得られたこと

で，その有効性が改めて確認されたといえよう．　

以上により，筆者らが目指した大学初修中国語BL

の実践と開発した教科書『KOTOTOMO』は，共に

学習者に肯定的に評価されるとともに，特に本教科書

開発の主要な課題であった難易度の改善に関しても，

2 章に改めてトレースした種々の試みによる所期の成

果が実現しつつあるといえる．

すなわち，『KOTOTOMO』による学習で，学習者

はより高い学習到達度を目標として掲げることができ

るようになると同時に，個々の学習や意欲に対する適

切な評価が可能となることで，学習意欲を高め，自主

学習を促進し，より高い学習効果を実現することが期

待できる．

４ ．まとめ
本稿では，平成29年度東北大学高度教養教育・学生

支援機構部局ビジョン推進経費事業として，平成29年

度 1 クォーターと 2 クォーターの東北大学初修中国語

の授業を対象とする実証実験を通して，筆者らが実践

するBLにおいて，開発した東北大学初修中国語BL

用教科書『KOTOTOMO』の実践可能性ならびにそ

の効果を検証した．その結果，大学初修中国語BLの

実践と開発した教科書『KOTOTOMO』が，学習者

に肯定的に評価され，さらに，教科書の難易度設定が

改善されたことが明らかになった．これにより，より

高い学習効果の実現が期待できる．すなわち，現段階

で，東北大学初修中国語において，筆者らが開発した

BL用教科書『KOTOTOMO』は，適用可能であり，

主要な課題であった難易度の適正化もほぼ実現したと

いえよう．

今後は，さらに実践を積み重ねるとともに，それを
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踏まえた改善，モデル化を進める予定である．

　

注

1 ）eラーニング復習システムの研究開発は，JSPS科研

費15K02709の助成を受けたものである．

2 ）発音編は，第1著者らが開発したBL用マルチメディ

ア教材『中国語のToBiRa：スマートeラーニング対

応教材』（趙・冨田 2013）の当該部分から流用してい

る．

3 ）『KOTOTOMO』の最終語彙数は，本機構紀要第３号

発表後（趙ほか 2017a），出版までにさらに調整を行っ

たことにより，紀要に示した語彙数と異なるものと

なった．

4 ）平成27年度は，PC利用のeラーニング復習システム

によるBLであったのに対して，29年度はスマート

フォン利用のシステムへの転換を図っているため，

両年度の直接的な比較は基本的に困難である．この

ため，BL全体に関わるアンケート項目として掲げた

「BLによる中国語の学習は効果がある」及び「これ

からも中国語の勉強を続けてみたい」の両項は，こ

こでは比較対象として取り上げていない．因みに，

スマートフォン利用のeラーニング復習システムによ

るBLの効果については，すでに別稿で発表している

（趙秀敏ほか. 2017.“基於教學設計理論的日本大學初

級華語Blended Learning的開發：利用智能手機的復

習教材《KOTOTOMO》的設計手法及其教學實踐”，

第十六屆台灣華語文教學年會暨國際學術研討會論文

集，26-37）．
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